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ひ
や
ゝ
け
き
朝
の
露
原

　

あ
し
に
ふ
み
、
な
に
か

　
　

え
が
た
き
し
た
ご
ゝ
ろ
や
む

�

（「
海
や
ま
の
あ
ひ
だ
」）

�

釈　

迢
空

「
焚
き
あ
ま
し
」

　

11
月
８
日
に
夜
空
を
見
上
げ
た
方
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の

日
、
１
年
半
ぶ
り
に
国
内
で
も
観
測
で
き

る
皆
既
月
食
が
あ
っ
た
▼
渋
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
、
学
生
が
月
を
探
す
姿
が
見
受
け

ら
れ
た
。
普
段
は
せ
わ
し
な
く
人
が
行
き

交
う
渋
谷
駅
周
辺
で
も
、
多
く
の
人
が
立

ち
止
ま
り
、
ビ
ル
の
隙
間
に
月
の
満
ち
欠

け
を
眺
め
、
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
に
収
め
て

い
た
▼
日
本
最
古
の
月
食
に
関
す
る
記
録

は
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
も
の
。
確
実
な

も
の
は
、
天
武
天
皇
９
年
11
月
16
日
、
西

暦
で
は
6
8
0
年
12
月
12
日
に
起
き
た
部

分
月
食
を
記
し
て
い
る
。
実
に
1
3
0
0

年
以
上
も
前
だ
▼
ほ
か
に
も
多
く
の
歴
史

書
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
遙
か
昔
か

ら
、
こ
の
天
体
現
象
が
人
々
の
関
心
ご
と

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
▼
「
君
子
の
過
ち
や
、
日
月
の

食
の
如
し
。
過
つ
や
人
皆
之
を
見
る
。
更

む
る
や
人
皆
之
を
仰
ぐ
」
―
論
語
の
一
節

だ
。「
君
子
が
過
ち
を
犯
す
と
、
日
・
月

食
の
よ
う
に
人
々
は
注
目
す
る
。
改
め
る

と
、
食
か
ら
姿
を
現
す
太
陽
や
月
の
よ
う

に
君
子
を
見
て
、
再
び
尊
敬
を
抱
く
」
と

い
う
趣
旨
だ
▼
何
も
君
子
に
限
っ
た
話
で

は
な
く
、
誰
に
で
も
あ
て
は
ま
る
。
日
々

を
過
ご
し
て
い
く
中
で
、
何
か
し
ら
過
ち

を
犯
す
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
る
。
だ
が
、

大
切
な
こ
と
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
素
直

に
認
め
、
改
め
る
こ
と
は
時
に
難
し
い
▼

次
に
日
本
で
皆
既
月
食
を
見
ら
れ
る
の
は

令
和
７
年
９
月
だ
。
３
年
後
、
月
を
眺
め

つ
つ
、
少
し
だ
け
自
ら
を
振
り
返
る
機
会

と
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　学校法人国学院⼤学は、明治15（1882）年11月
４日に母体である皇典講究所が開校式を挙行してか
ら140周年を迎えた。
　社会を見れば少子高齢化や人口減少はいうに及ば
ず、経済格差の拡大、地方の衰退、温暖化による自
然災害の増加、近隣諸国をはじめ国際情勢の不安定
化などさまざまな課題に直面している。こうした社
会にあって本法人・大学は、創立150年に向けた次

の10年をどのように取り組み、どのような人材を
世に送り出そうとしているのか、そのための教育、
研究、経営は。
　折しも学校法人国学院大学では令和４年４月、新
たな中期５カ年計画をスタートさせた。「創立150
周年に向けて、法人組織を強化するとともに、絶え
ず変化する環境に対応できる人材を積極的に養成
し、社会に貢献する学校法人を目指す」という法人

の基本方針の下、本学をはじめとする各傘下校が将
来像と教育目標を定め、達成に向けて取り組みを進
めている。大学では、「知の創造。日本をみつめ、
未来をひらく」を将来像に掲げる。
　経営と教学のトップに、節目を迎えた今の思い、
中期５カ年計画の実現への意気込みを聞く。

国学院大学創立140周年

知を創造し
未来をひらく

４・５面に関連記事

　

政
府
は
10
月
25
日
、
令
和
４
年
度
の
文
化
功
労
者
20

人
を
発
表
し
た
。
本
学
の
関
係
者
か
ら
は
、
院
友
（
卒

業
生
）
で
能
楽
師
の
山
本
東
次
郎
師
（
昭
36
卒
・
69
期

日
文
）
と
元
助
教
授
で
詩
人
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
の
安

藤
元
雄
氏
が
選
ば
れ
た
。

　

山
本
師
は
、
昭
和
12
年
生
ま
れ
。
天
保
７
（
１
８
３

６
）
年
に
発
し
、
徳
川
幕
府
の
式
楽
を
伝
承
す
る
狂
言

大
蔵
流
山
本
家
の
第
四
世
・
東
次
郎
。
昭
和
17
年
に
初

舞
台
、
47
年
に
東
次
郎
を
襲
名
し
、
長
く
一
線
で
活
躍

し
て
い
る
。
平
成
24
年
に
は
人
間
国
宝
（
重
要
無
形
文

化
財
保
持
者
）
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
今
年
４
月
に
は

旭
日
中
綬
章
を
受
章
。
今
回
の
選
出
は
、
長
年
に
わ
た

り
上
演
が
途
絶
え
て
い
た
演
目
の
復
活
に
取
り
組
む
一

方
、
新
作
も
発
表
す
る
な
ど
狂
言
の
伝
統
を
継
承
し
つ

つ
発
展
・
振
興
に
努
め
た
点
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

　

安
藤
氏
は
、
昭
和
９
年
生
ま
れ
。
40
年
に
本
学
文
学

部
専
任
講
師
と
な
り
、
42
年
に
助
教
授
。
48
年
３
月
ま

で
教
鞭
を
と
っ
た
。
戦
後
現
代
詩
の
第
一
人
者
と
し

て
、
56
年
に
詩
集
『
水
の
中
の
歳
月
』（
思
潮
社
）
で

優
れ
た
詩
人
に
贈
ら
れ
る
高
見
順
賞
を
受
賞
し
た
の
を

皮
切
り
に
、
数
々
の
賞
に
輝
き
、
平
成
14
年
に
は
紫
綬

褒
章
を
受
章
。
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
翻
訳
者
と
し
て
も
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。

　

文
化
功
労
者
の
顕
彰
式
は
11
月
４
日
に
都
内
の
ホ
テ

ル
で
行
わ
れ
た
。

皇典講究所飯田町校舎（明治41〈1908〉年竣工）皇典講究所飯田町校舎（明治41〈1908〉年竣工）
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建
学
の

精
神
を
忘
れ
ず
、

 

伝
統
と

改
革
を
今
こ
そ

　

１
４
０
年
に
わ
た
り
学
統
を
守
り
抜
い
て

き
た
先
人
の
苦
労
の
も
と
に
今
日
が
あ
る
。

法
人
は
明
治
15
（
１
８
８
２
）
年
に
創
立
さ

れ
た
皇
典
講
究
所
が
母
体
で
、
終
戦
直
後
は

連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ

Ｑ
）
に
よ
る
神
道
指
令
（
昭
和
20
年
）
で
存

続
の
危
機
に
陥
っ
た
時
期
も
あ
る
。
当
時
の

役
教
職
員
、
関
係
者
ら
が
教
育
機
関
と
し
て

の
存
続
の
た
め
に
奔
走
し
、
昭
和
23
（
１
９

４
８
）
年
に
新
制
大
学
と
し
て
再
出
発
を
果

た
し
た
。
理
事
長
と
い
う
立
場
は
歴
史
や
建

学
の
精
神
を
伝
え
る
役
割
も
あ
る
。
学
統
を

守
り
、
法
人
の
発
展
と
充
実
を
第
一
に
経
営

を
進
め
て
い
く
。

　

今
、
学
校
法
人
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
。
直
面
す
る
大
き
な
課
題

の
一
つ
が
少
子
化
だ
。
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
の
推
計
に
よ
る
と
、
18
歳
人

口
は
令
和
14
（
２
０
３
２
）
年
に
は
初
め
て

１
０
０
万
人
を
割
り
、
約
98
万
人
と
な
り
、

さ
ら
に
令
和
22
（
２
０
４
０
）
年
に
は
約
88

万
人
に
ま
で
減
少
す
る
。
全
学
を
挙
げ
て
対

策
を
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
喫
緊
の
課
題
だ
。

大
学
の
新
学
部
開
設
は
そ
の
一
つ
で
、
平
成

21
年
に
開
設
し
た
人
間
開
発
学
部
に
続
き
、

今
春
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
を
新
設
し

た
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
は
、
独
自
の
歴

史
や
文
化
を
有
す
る
地
域
を
見
つ
め
、
地
域

に
貢
献
す
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
が
狙
い

だ
。
加
え
て
既
存
学
部
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
も
大
切
に
な
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

取
り
組
み
た
い
。

　

高
大
連
携
も
強
化
す
る
。
法
人
傘
下
校
に

は
国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学
部
、
国
学

院
高
等
学
校
、
国
学
院
大
学
久
我
山
中
学
・

高
等
学
校
、
国
学
院
大
学
附
属
幼
稚
園
、
国

学
院
幼
稚
園
、
系
列
校
に
国
学
院
大
学
栃
木

学
園
が
あ
る
が
、
加
え
て
全
国
に
協
定
校
を

広
げ
た
い
。
他
大
学
で
は
Ｍ
＆
Ａ
を
進
め
る

動
き
が
出
て
き
て
い
る
が
、
系
列
校
や
協
定

校
と
の
連
携
強
化
は
今
後
、
少
子
化
対
策
の

重
要
事
項
の
一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

一
貫
教
育
を
行
う
法
人
と
し
て
小
学
校
が
な

い
こ
と
は
長
年
の
課
題
だ
。
時
間
は
か
か
る

が
、
設
置
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
５
カ
年
の
新
中
期
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。創
立
１
５
０
周
年
に
向

け
、法
人
組
織
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、絶
え

ず
変
化
す
る
環
境
に
対
応
で
き
る
人
材
を
積

極
的
に
養
成
し
、社
会
に
貢
献
す
る
学
校
法

人
を
目
指
す
こ
と
が
法
人
の
基
本
方
針
だ
。

　

中
で
も
重
要
な
の
が
人
材
育
成
だ
。
そ
の

た
め
に
は
、
最
新
の
教
育
政
策
な
ど
専
門
知

識
の
習
得
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
リ
ス
キ
リ
ン

グ
が
必
要
だ
。
大
学
で
は
職
員
の
大
学
院
進

学
を
奨
励
し
、
学
費
の
一
部
を
補
助
す
る
支

援
策
を
行
っ
て
い
る
。
既
に
大
学
院
で
大
学

経
営
に
つ
い
て
複
数
の
職
員
が
学
ん
で
い

る
。
今
後
は
大
学
以
外
の
職
員
に
も
対
象
を

広
げ
た
い
。
外
部
人
材
の
採
用
も
積
極
的
に

進
め
る
。

　

国
学
院
大
学
は
神
職
を
養
成
し
て
い
る

が
、
神
職
は
地
域
か
ら
頼
ら
れ
る
存
在
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
院
友
が
多
い
。
地
域
の
中

心
に
な
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
も
教
育
の
原

点
だ
。
今
回
の
中
期
計
画
で
は
基
本
方
針
の

達
成
に
向
け
て
４
つ
の
柱
を
掲
げ
た
。
達
成

の
た
め
に
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
画
、
実
行
、
評

価
、
改
善
）
サ
イ
ク
ル
を
回
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。
特
に
財
政
面
で
は
10
年
、
20
年
先
を
見

据
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

創
立
１
５
０
年
に
向
け
て
Ｄ
Ｘ
推
進
や
人

材
育
成
を
加
速
さ
せ
る
。
教
職
員
に
は
積
極

的
に
政
策
提
案
し
て
も
ら
い
た
い
。
一
人
一

人
が
担
当
部
署
の
課
題
を
見
つ
け
改
善
点
を

提
案
す
る
こ
と
は
、
法
人
運
営
に
お
い
て
非

常
に
重
要
に
な
る
。
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
提
案

は
組
織
を
強
く
す
る
だ
ろ
う
。 

（
談
）

▶ ＤＸ（Digital Transformation）　デジタル・トランスフォーメーショ
ン。ビジネス環境の激しい変化に対し、企業がビッグデータやデジタル技
術・情報通信技術などを活用し、顧客や社会のニーズを捉え、製品・サー
ビスやビジネスモデルを変革することで、業務改善にとどまらず組織・企
業文化・風土を変革し、競争上の優位性を確立すること。

学統を守り、法人の発展を第一に

学校法人国学院大学

佐栁正三理事長

創
立

140
周
年

理
事
長
︑

学
長
に

聞
く

創
立
1
4
0
年
の

節
目
を
迎
え
た

学
校
法
人
国
学
院
大
学
︒

法
人
経
営
を
け
ん
引
す
る

佐
栁
正
三
理
事
長
と

大
学
の
教
学
の
責
任
者
で
あ
る

針
本
正
行
学
長
に
︑

今
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

﹁
学
校
法
人
国
学
院
大
学

中
期
５
カ
年
計
画
﹂を
踏
ま
え
︑

1
5
0
年
に
向
け
た

針
路
を
聞
い
た
︒
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建
学
の

精
神
を
忘
れ
ず
、

 

伝
統
と

改
革
を
今
こ
そ

う
が
大
切
。
教
え
ら
れ
た
法
則
も
、
そ
れ
が

導
か
れ
た
経
緯
を
知
る
こ
と
で
、
法
則
の
本

質
に
迫
る
糸
口
に
な
る
。
新
た
な
法
則
や
未

来
の
問
題
に
つ
い
て
も
意
識
で
き
る
。
既
存

の
知
を
疑
う
こ
と
が
、
そ
の
第
一
歩
と
な

る
。

　

中
期
５
カ
年
計
画
で
は
、
本
学
の
将
来
像

と
し
て
、「
知
の
創
造
。
日
本
を
み
つ
め
、

未
来
を
ひ
ら
く
」
を
掲
げ
た
。
大
学
は
、
単

な
る
知
識
伝
達
の
場
で
は
な
い
。
多
様
性
を

尊
重
し
つ
つ
学
び
合
う
営
み
の
な
か
か
ら
、

新
た
な
知
を
創
造
し
、
未
来
を
ひ
ら
く
大
学

を
目
指
し
た
い
。

　

そ
の
将
来
像
を
具
現
化
す
る
た
め
に
大
学

の
教
育
目
標
を
「
問
い
直
す
」、「
学
び
合

う
」、「
共
に
生
き
る
」
と
し
た
。
既
存
の
知

を
問
い
直
し
、
教
員
と
学
生
、
学
生
と
学
生

が
共
に
学
び
合
う
場
に
す
る
こ
と
で
、
共
生

社
会
を
生
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
く
。

　

共
に
学
び
合
う
こ
と
に
つ
い
て
、『
論

語
』
で
は
「
他
人
が
自
分
を
認
め
て
く
れ
な

い
か
ら
と
い
っ
て
不
平
不
満
を
言
う
こ
と
は

な
い
」（「
学
而
篇
」
）
と
説
い
て
い
る
。
自

説
を
受
け
入
れ
な
い
他
者
の
意
見
に
対
し

て
、
感
情
的
に
否
定
せ
ず
、
む
し
ろ
批
判
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
考
え
方
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
３
つ
の
教
育

目
標
は
、
多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
う
社
会

に
お
い
て
、
こ
の
先
も
ず
っ
と
、
人
々
の
生

き
方
や
あ
り
方
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

　

教
員
と
学
生
と
の
接
し
方
も
、
大
き
く
変

わ
る
。
同
じ
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
人
た

ち
が
、
学
部
学
科
を
超
え
て
集
ま
り
、
人
と

人
と
の
関
わ
り
合
い
を
実
感
で
き
る
学
び
を

提
供
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
学
び
を
通
じ
て
、
絶
え
ず
変

化
す
る
環
境
に
対
応
で
き
る
人
材
、
現
代
社

会
の
新
た
な
課
題
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
る
。

同
時
に
「
日
本
」
を
究
め
る
教
育
研
究
を
推

進
し
、
広
く
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
い

く
。 

（
談
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

っ
て
、
大
学
の
学
び
の
様
相
は
大
き
く
変
わ

っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

駆
使
し
て
授
業
す
る
教
員
は
少
な
く
、
デ
ジ

タ
ル
機
器
を
活
用
す
る
前
に
、
リ
モ
ー
ト
授

業
を
ど
う
展
開
す
る
の
か
で
悩
ん
だ
。
学
生

側
も
、
リ
モ
ー
ト
授
業
に
な
っ
て
、
予
習
、

復
習
に
加
え
て
課
題
に
充
て
る
時
間
が
増

え
、
授
業
外
の
学
修
時
間
が
大
幅
に
増
加
し

た
。

　

リ
モ
ー
ト
授
業
の
実
践
を
通
し
て
、
リ
モ

ー
ト
授
業
の
方
が
教
育
効
果
の
上
が
る
科
目

が
あ
る
一
方
、
対
面
で
議
論
し
て
互
い
の
感

じ
方
を
話
し
合
う
方
が
ふ
さ
わ
し
く
、
深
い

学
び
を
得
ら
れ
る
科
目
が
あ
る
こ
と
も
わ
か

っ
て
き
た
。
新
た
な
授
業
形
態
、
多
様
な
学

び
の
あ
り
方
が
工
夫
さ
れ
、
試
行
さ
れ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
は
、
教
育
・
学
修
の
あ
り
方

を
あ
ら
た
め
て
問
い
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。

　

大
学
教
育
を
巡
っ
て
は
、
中
央
教
育
審
議

会
大
学
分
科
会
が
課
題
を
提
起
し
て
い
る
。

「
総
合
知
の
創
出
・
活
用
を
目
指
し
た
文
理

横
断
・
文
理
融
合
教
育
」
と
、「
密
度
の
濃

い
主
体
的
な
学
び
を
可
能
と
す
る
学
修
者
本

位
の
教
育
の
実
現
」、「
大
学
の
強
み
や
特
色

を
活
か
し
た
連
携
・
統
合
・
再
編
の
必
要

性
」
の
３
点
だ
。

　

い
ず
れ
も
本
学
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で

あ
る
が
、
外
部
環
境
の
客
観
的
評
価
と
内
的

省
察
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
本
学
ら
し
い
対

応
を
し
た
い
。
文
理
を
問
わ
ず
、
真
に
主
体

的
な
学
び
の
実
現
に
は
、「
知
の
道
程
に
思

い
を
致
す
こ
と
」
が
重
要
だ
。
今
は
文
章
を

書
く
と
き
、
ワ
ー
ド
な
ど
の
ソ
フ
ト
や
ア
プ

リ
が
漢
字
の
候
補
を
示
す
。
昔
は
辞
書
を
引

い
て
、
自
分
の
言
葉
で
他
者
に
ど
う
伝
え
る

か
を
考
え
た
。
与
え
ら
れ
た
表
現
を
選
ぶ
よ

り
も
、
悩
み
な
が
ら
言
葉
を
探
る
過
程
の
ほ

国学院大学

針本正行学長

共に学び、知を新たにする場に

▶ Ｍ＆Ａ（Mergers and Acquisitions）
　 ２つ以上の企業が一つに合併（Mergers）
される、あるいは企業が他の企業を買収
（Acquisitions）すること。提携までを含
める場合もある。

▶ 神道指令　昭和20（1945）年12月15日、日本を占領したＧＨＱより、「国家神道・神社神道ニ対スル政
府ノ保証・支援・保全・監督及ビ弘

こう
布
ふ
ノ廃止ニ関スル件」との標題で出された覚書。神道・神社を国家よ

り分離することを指令した。これにより、神社の国家管理制や公教育における宗教教育、国家・地方公共
団体による宗教儀式の実施などが禁止された。27年の講和条約発効とともに、効力はなくなったが、趣
旨は日本国憲法に継承されている。
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建
学
の

精
神
を
忘
れ
ず
、

 

伝
統
と

改
革
を
今
こ
そ

う
が
大
切
。
教
え
ら
れ
た
法
則
も
、
そ
れ
が

導
か
れ
た
経
緯
を
知
る
こ
と
で
、
法
則
の
本

質
に
迫
る
糸
口
に
な
る
。
新
た
な
法
則
や
未

来
の
問
題
に
つ
い
て
も
意
識
で
き
る
。
既
存

の
知
を
疑
う
こ
と
が
、
そ
の
第
一
歩
と
な

る
。

　

中
期
５
カ
年
計
画
で
は
、
本
学
の
将
来
像

と
し
て
、「
知
の
創
造
。
日
本
を
み
つ
め
、

未
来
を
ひ
ら
く
」
を
掲
げ
た
。
大
学
は
、
単

な
る
知
識
伝
達
の
場
で
は
な
い
。
多
様
性
を

尊
重
し
つ
つ
学
び
合
う
営
み
の
な
か
か
ら
、

新
た
な
知
を
創
造
し
、
未
来
を
ひ
ら
く
大
学

を
目
指
し
た
い
。

　

そ
の
将
来
像
を
具
現
化
す
る
た
め
に
大
学

の
教
育
目
標
を
「
問
い
直
す
」、「
学
び
合

う
」、「
共
に
生
き
る
」
と
し
た
。
既
存
の
知

を
問
い
直
し
、
教
員
と
学
生
、
学
生
と
学
生

が
共
に
学
び
合
う
場
に
す
る
こ
と
で
、
共
生

社
会
を
生
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
く
。

　

共
に
学
び
合
う
こ
と
に
つ
い
て
、『
論

語
』
で
は
「
他
人
が
自
分
を
認
め
て
く
れ
な

い
か
ら
と
い
っ
て
不
平
不
満
を
言
う
こ
と
は

な
い
」（「
学
而
篇
」
）
と
説
い
て
い
る
。
自

説
を
受
け
入
れ
な
い
他
者
の
意
見
に
対
し

て
、
感
情
的
に
否
定
せ
ず
、
む
し
ろ
批
判
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
考
え
方
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
３
つ
の
教
育

目
標
は
、
多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
う
社
会

に
お
い
て
、
こ
の
先
も
ず
っ
と
、
人
々
の
生

き
方
や
あ
り
方
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

　

教
員
と
学
生
と
の
接
し
方
も
、
大
き
く
変

わ
る
。
同
じ
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
人
た

ち
が
、
学
部
学
科
を
超
え
て
集
ま
り
、
人
と

人
と
の
関
わ
り
合
い
を
実
感
で
き
る
学
び
を

提
供
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
学
び
を
通
じ
て
、
絶
え
ず
変

化
す
る
環
境
に
対
応
で
き
る
人
材
、
現
代
社

会
の
新
た
な
課
題
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
る
。

同
時
に
「
日
本
」
を
究
め
る
教
育
研
究
を
推

進
し
、
広
く
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
い

く
。 

（
談
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

っ
て
、
大
学
の
学
び
の
様
相
は
大
き
く
変
わ

っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

駆
使
し
て
授
業
す
る
教
員
は
少
な
く
、
デ
ジ

タ
ル
機
器
を
活
用
す
る
前
に
、
リ
モ
ー
ト
授

業
を
ど
う
展
開
す
る
の
か
で
悩
ん
だ
。
学
生

側
も
、
リ
モ
ー
ト
授
業
に
な
っ
て
、
予
習
、

復
習
に
加
え
て
課
題
に
充
て
る
時
間
が
増

え
、
授
業
外
の
学
修
時
間
が
大
幅
に
増
加
し

た
。

　

リ
モ
ー
ト
授
業
の
実
践
を
通
し
て
、
リ
モ

ー
ト
授
業
の
方
が
教
育
効
果
の
上
が
る
科
目

が
あ
る
一
方
、
対
面
で
議
論
し
て
互
い
の
感

じ
方
を
話
し
合
う
方
が
ふ
さ
わ
し
く
、
深
い

学
び
を
得
ら
れ
る
科
目
が
あ
る
こ
と
も
わ
か

っ
て
き
た
。
新
た
な
授
業
形
態
、
多
様
な
学

び
の
あ
り
方
が
工
夫
さ
れ
、
試
行
さ
れ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
は
、
教
育
・
学
修
の
あ
り
方

を
あ
ら
た
め
て
問
い
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。

　

大
学
教
育
を
巡
っ
て
は
、
中
央
教
育
審
議

会
大
学
分
科
会
が
課
題
を
提
起
し
て
い
る
。

「
総
合
知
の
創
出
・
活
用
を
目
指
し
た
文
理

横
断
・
文
理
融
合
教
育
」
と
、「
密
度
の
濃

い
主
体
的
な
学
び
を
可
能
と
す
る
学
修
者
本

位
の
教
育
の
実
現
」、「
大
学
の
強
み
や
特
色

を
活
か
し
た
連
携
・
統
合
・
再
編
の
必
要

性
」
の
３
点
だ
。

　

い
ず
れ
も
本
学
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で

あ
る
が
、
外
部
環
境
の
客
観
的
評
価
と
内
的

省
察
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
本
学
ら
し
い
対

応
を
し
た
い
。
文
理
を
問
わ
ず
、
真
に
主
体

的
な
学
び
の
実
現
に
は
、「
知
の
道
程
に
思

い
を
致
す
こ
と
」
が
重
要
だ
。
今
は
文
章
を

書
く
と
き
、
ワ
ー
ド
な
ど
の
ソ
フ
ト
や
ア
プ

リ
が
漢
字
の
候
補
を
示
す
。
昔
は
辞
書
を
引

い
て
、
自
分
の
言
葉
で
他
者
に
ど
う
伝
え
る

か
を
考
え
た
。
与
え
ら
れ
た
表
現
を
選
ぶ
よ

り
も
、
悩
み
な
が
ら
言
葉
を
探
る
過
程
の
ほ

国学院大学

針本正行学長

共に学び、知を新たにする場に

▶ Ｍ＆Ａ（Mergers and Acquisitions）
　 ２つ以上の企業が一つに合併（Mergers）
される、あるいは企業が他の企業を買収
（Acquisitions）すること。提携までを含
める場合もある。

▶ 神道指令　昭和20（1945）年12月15日、日本を占領したＧＨＱより、「国家神道・神社神道ニ対スル政
府ノ保証・支援・保全・監督及ビ弘

こう
布
ふ
ノ廃止ニ関スル件」との標題で出された覚書。神道・神社を国家よ

り分離することを指令した。これにより、神社の国家管理制や公教育における宗教教育、国家・地方公共
団体による宗教儀式の実施などが禁止された。27年の講和条約発効とともに、効力はなくなったが、趣
旨は日本国憲法に継承されている。

4令和４年11月 20日㈰　No. 717 特 集

建
学
の

精
神
を
忘
れ
ず
、

 

伝
統
と

改
革
を
今
こ
そ

　

１
４
０
年
に
わ
た
り
学
統
を
守
り
抜
い
て

き
た
先
人
の
苦
労
の
も
と
に
今
日
が
あ
る
。

法
人
は
明
治
15
（
１
８
８
２
）
年
に
創
立
さ

れ
た
皇
典
講
究
所
が
母
体
で
、
終
戦
直
後
は

連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ

Ｑ
）
に
よ
る
神
道
指
令
（
昭
和
20
年
）
で
存

続
の
危
機
に
陥
っ
た
時
期
も
あ
る
。
当
時
の

役
教
職
員
、
関
係
者
ら
が
教
育
機
関
と
し
て

の
存
続
の
た
め
に
奔
走
し
、
昭
和
23
（
１
９

４
８
）
年
に
新
制
大
学
と
し
て
再
出
発
を
果

た
し
た
。
理
事
長
と
い
う
立
場
は
歴
史
や
建

学
の
精
神
を
伝
え
る
役
割
も
あ
る
。
学
統
を

守
り
、
法
人
の
発
展
と
充
実
を
第
一
に
経
営

を
進
め
て
い
く
。

　

今
、
学
校
法
人
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
。
直
面
す
る
大
き
な
課
題

の
一
つ
が
少
子
化
だ
。
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
の
推
計
に
よ
る
と
、
18
歳
人

口
は
令
和
14
（
２
０
３
２
）
年
に
は
初
め
て

１
０
０
万
人
を
割
り
、
約
98
万
人
と
な
り
、

さ
ら
に
令
和
22
（
２
０
４
０
）
年
に
は
約
88

万
人
に
ま
で
減
少
す
る
。
全
学
を
挙
げ
て
対

策
を
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
喫
緊
の
課
題
だ
。

大
学
の
新
学
部
開
設
は
そ
の
一
つ
で
、
平
成

21
年
に
開
設
し
た
人
間
開
発
学
部
に
続
き
、

今
春
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
を
新
設
し

た
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
は
、
独
自
の
歴

史
や
文
化
を
有
す
る
地
域
を
見
つ
め
、
地
域

に
貢
献
す
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
が
狙
い

だ
。
加
え
て
既
存
学
部
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
も
大
切
に
な
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

取
り
組
み
た
い
。

　

高
大
連
携
も
強
化
す
る
。
法
人
傘
下
校
に

は
国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学
部
、
国
学

院
高
等
学
校
、
国
学
院
大
学
久
我
山
中
学
・

高
等
学
校
、
国
学
院
大
学
附
属
幼
稚
園
、
国

学
院
幼
稚
園
、
系
列
校
に
国
学
院
大
学
栃
木

学
園
が
あ
る
が
、
加
え
て
全
国
に
協
定
校
を

広
げ
た
い
。
他
大
学
で
は
Ｍ
＆
Ａ
を
進
め
る

動
き
が
出
て
き
て
い
る
が
、
系
列
校
や
協
定

校
と
の
連
携
強
化
は
今
後
、
少
子
化
対
策
の

重
要
事
項
の
一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

一
貫
教
育
を
行
う
法
人
と
し
て
小
学
校
が
な

い
こ
と
は
長
年
の
課
題
だ
。
時
間
は
か
か
る

が
、
設
置
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
５
カ
年
の
新
中
期
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。創
立
１
５
０
周
年
に
向

け
、法
人
組
織
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、絶
え

ず
変
化
す
る
環
境
に
対
応
で
き
る
人
材
を
積

極
的
に
養
成
し
、社
会
に
貢
献
す
る
学
校
法

人
を
目
指
す
こ
と
が
法
人
の
基
本
方
針
だ
。

　

中
で
も
重
要
な
の
が
人
材
育
成
だ
。
そ
の

た
め
に
は
、
最
新
の
教
育
政
策
な
ど
専
門
知

識
の
習
得
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
リ
ス
キ
リ
ン

グ
が
必
要
だ
。
大
学
で
は
職
員
の
大
学
院
進

学
を
奨
励
し
、
学
費
の
一
部
を
補
助
す
る
支

援
策
を
行
っ
て
い
る
。
既
に
大
学
院
で
大
学

経
営
に
つ
い
て
複
数
の
職
員
が
学
ん
で
い

る
。
今
後
は
大
学
以
外
の
職
員
に
も
対
象
を

広
げ
た
い
。
外
部
人
材
の
採
用
も
積
極
的
に

進
め
る
。

　

国
学
院
大
学
は
神
職
を
養
成
し
て
い
る

が
、
神
職
は
地
域
か
ら
頼
ら
れ
る
存
在
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
院
友
が
多
い
。
地
域
の
中

心
に
な
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
も
教
育
の
原

点
だ
。
今
回
の
中
期
計
画
で
は
基
本
方
針
の

達
成
に
向
け
て
４
つ
の
柱
を
掲
げ
た
。
達
成

の
た
め
に
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
画
、
実
行
、
評

価
、
改
善
）
サ
イ
ク
ル
を
回
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。
特
に
財
政
面
で
は
10
年
、
20
年
先
を
見

据
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

創
立
１
５
０
年
に
向
け
て
Ｄ
Ｘ
推
進
や
人

材
育
成
を
加
速
さ
せ
る
。
教
職
員
に
は
積
極

的
に
政
策
提
案
し
て
も
ら
い
た
い
。
一
人
一

人
が
担
当
部
署
の
課
題
を
見
つ
け
改
善
点
を

提
案
す
る
こ
と
は
、
法
人
運
営
に
お
い
て
非

常
に
重
要
に
な
る
。
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
提
案

は
組
織
を
強
く
す
る
だ
ろ
う
。 

（
談
）

▶ ＤＸ（Digital Transformation）　デジタル・トランスフォーメーショ
ン。ビジネス環境の激しい変化に対し、企業がビッグデータやデジタル技
術・情報通信技術などを活用し、顧客や社会のニーズを捉え、製品・サー
ビスやビジネスモデルを変革することで、業務改善にとどまらず組織・企
業文化・風土を変革し、競争上の優位性を確立すること。

学統を守り、法人の発展を第一に

学校法人国学院大学

佐栁正三理事長

創
立

140
周
年

理
事
長
︑

学
長
に

聞
く

創
立
1
4
0
年
の

節
目
を
迎
え
た

学
校
法
人
国
学
院
大
学
︒

法
人
経
営
を
け
ん
引
す
る

佐
栁
正
三
理
事
長
と

大
学
の
教
学
の
責
任
者
で
あ
る

針
本
正
行
学
長
に
︑

今
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

﹁
学
校
法
人
国
学
院
大
学

中
期
５
カ
年
計
画
﹂を
踏
ま
え
︑

1
5
0
年
に
向
け
た

針
路
を
聞
い
た
︒
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第
12
回
観
月
祭

学
生
が
舞
、演
奏
を
披
露

　

神
道
文
化
学
部
が
主
催
す
る
第
12

回
観
月
祭
が
10
月
15
日
、
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
観
月
祭

は
、
平
安
時
代
か
ら
続
く
十
五
夜
に

満
月
を
観
賞
す
る
「
中
秋
観
月
」
の

伝
統
に
由
来
す
る
も
の
。
同
学
部
の

学
生
ら
が
古
式
ゆ
か
し
く
日
本
伝
統

の
管か

ん

弦げ
ん

、
祭
祀
舞
、
御
神
楽
を
披
露

し
、
事
前
抽
選
に
当
選
し
た
約
50
人

が
観
覧
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
令

和
２
年
度
は
無
観
客
、
３
年
度
は
中

止
と
な
っ
て
お
り
、
３
年
ぶ
り
の
有

観
客
開
催
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
５
号
館
ピ
ロ
テ
ィ
に
特
設

舞
台
が
設
け
ら
れ
、
は
じ
め
に
学
生

が
舞
台
前
に
神
饌
を
捧
げ
祭
祀
を
行

っ
た
。
続
く
管
弦
で
は
雅
楽
の
中
で

も
有
名
な
曲
と
し
て
知
ら
れ
る
「
越え

天て
ん

楽ら
く

」
が
演
奏
さ
れ
、
竜

り
ゅ
う

笛て
き

や
笙し

ょ
う
な

ど
の
音
色
に
よ
る
雅
や
か
な
調
べ
が

会
場
を
包
み
込
ん
だ
。

　

祭
祀
舞
で
は
、「
朝
日
舞
」
と

「
浦
安
の
舞
」
が
披
露
さ
れ
、
色
鮮

や
か
な
装
束
に
身
を
包
ん
だ
女
子
学

生
た
ち
が
一
糸
乱
れ
ぬ
舞
を
奉
じ

た
。
最
後
の
演
目
は
、
御
神
楽
が
奉

じ
ら
れ
た
。
御
神
楽
は
、
宮
中
で
行

わ
れ
、
天あ

ま
の
う
ず
め
の
み
こ
と

宇
受
売
命
が
天
岩
戸
の
前

で
舞
っ
た
神
話
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る

と
言
わ
れ
る
。
全
15
曲
の
組
曲
か

ら
、
最
後
の
曲
で
あ
る
「
其そ

の

駒こ
ま

」
を

学
生
が
厳
か
に
舞
い
、
約
１
時
間
半

に
わ
た
る
観
月
祭
は
終
了
。
３
か
月

間
に
わ
た
っ
て
合
同
稽
古
な
ど
に
励

ん
で
き
た
学
生
た
ち
の
姿
が
観
客
を

魅
了
し
た
。

鮮やかな装束を身にまとい、学生が舞と演奏を披露

―
―
神
道
文
化
学
部
は
開
設
20
周

年
を
迎
え
た

　

文
学
部
神
道
学
科
の
時
代
は
、

専
門
教
育
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

神
道
に
特
化
し
て
い
た
の
で
、
独

立
を
機
に
専
門
教
育
の
領
域
を
広

げ
る
こ
と
に
心
掛
け
て
き
た
。
併

せ
て
門
戸
も
広
げ
、
先
祖
代
々
神

社
に
奉
仕
し
て
き
た
社
家
以
外
の

一
般
家
庭
出
身
者
の
入
学
者
を
増

や
す
こ
と
で
人
材
育
成
に
幅
を
持

た
せ
、
さ
ら
に
神
道
を
含
む
世
界

宗
教
・
世
界
文
化
に
接
し
て
も
ら

お
う
と
努
め
て
き
た
。

　

以
前
は
社
家
出
身
の
学
生
が
７

割
を
占
め
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
男

子
学
生
だ
っ
た
が
、
現
在
は
一
般

学
生
が
７
割
で
女
子
学
生
も
全
体

の
３
割
を
超
す
ま
で
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
女
子
学
生
の
増
加
で
、

多
様
な
人
材
を
送
り
出
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
祭
式
の
授
業
な
ど
で
は
、
女

子
学
生
に
も
丁
寧
か
つ
分
か
り
や

す
く
正
し
い
所
作
を
身
に
付
け
て

も
ら
う
た
め
、
女
性
の
祭
式
専
任

教
員
を
採
用
し
た
。
こ
う
し
て
現

在
、
女
子
学
生
の
た
め
の
教
育
環

境
も
整
え
つ
つ
あ
る
。

―
―
神
社
界
を
取
り
巻
く
環
境
は

様
変
わ
り
し
て
い
る

　

門
戸
を
広
げ
神
社
界
へ
送
り
出

す
人
材
は
増
え
た
が
、
都
会
育
ち

の
学
生
が
増
え
た
こ
と
で
、
有
名

神
社
で
あ
っ
て
も
地
方
で
の
奉
仕

を
敬
遠
し
が
ち
と
い
う
問
題
が
生

じ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
神
職
は

神
社
を
継
承
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
心
と

な
る
場
を
指
導
す
る
者
と
し
て
氏

子
や
崇
敬
者
に
認
め
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、

そ
う
し
た
使
命
を
踏
ま
え
た
人
材

育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

こ
の
他
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
Ｉ

Ｔ
社
会
へ
の
対
応
と
い
っ
た
課
題

も
あ
る
。
神
道
と
は
社
会
の
中
で

共
に
生
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
た

だ
伝
統
の
遵
守
や
そ
の
押
し
付
け

を
す
る
だ
け
で
は
、
１
０
０
０
年

以
上
も
続
い
て
こ
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
と
共

に
、
社
会
の
変
化
に
も
適
切
に
順

応
し
て
き
た
の
が
神
社
で
あ
る
。

そ
れ
ら
を
下
支
え
す
る
の
が
本
学

部
の
使
命
だ
と
思
う
。

―
―
神
道
文
化
学
部
な
ら
で
は
の

取
り
組
み
は

　

「
観
月
祭
」
や
「
成
人
加
冠

式
」
と
い
っ
た
行
事
が
あ
る
。
祭

典
で
用
い
る
装
束
を
着
用
す
る

「
加
冠
式
」
は
、
ご
家
族
か
ら
の

注
目
度
も
高
い
。
ま
た
、「
田
ん

ぼ
学
校
」
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
田
植
え
や
稲
刈
り
に
従
事
し

つ
つ
、
神
道
に
取
り
込
ま
れ
る
稲

へ
の
思
い
や
季
節
の
移
ろ
い
を
体

で
学
ん
で
も
ら
う
も
の
で
、
本
学

部
の
特
徴
で
あ
る
実
践
型
の
学
び

の
一
つ
と
い
え
る
。

―
―
こ
れ
ま
で
の
人
材
育
成
と
今

後
に
つ
い
て

　

本
学
部
は
、
神
職
以
外
に
も
宗

教
全
般
が
カ
バ
ー
で
き
る
ユ
ニ
ー

ク
な
社
会
人
を
多
く
輩
出
し
て
き

た
。
大
学
院
教
育
で
は
、
他
大
学

に
は
な
い
神
道
を
基
礎
と
し
た

「
教
え
」
を
習
得
さ
せ
、
神
職
や

宗
教
家
を
育
成
す
る
と
共
に
、
彼

ら
を
育
成
で
き
る
「
教
育
者
」
や

神
道
学
・
宗
教
学
の
研
究
者
の
育

成
を
も
目
指
し
て
い
る
。

　

今
後
も
本
学
部
の
使
命
は
、
建

学
の
精
神
を
堅
持
し
つ
つ
、
神
道

や
神
社
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
変
動
著
し
い
こ
の
社
会
に
も

順
応
で
き
る
学
生
を
一
人
で
も
多

く
輩
出
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。

　

国
学
院
大
学
の
母
体
で
あ
る
皇
典
講
究
所
の
流
れ
を
く
む
神
道
文

化
学
部
は
令
和
４
年
で
開
設
20
周
年
を
迎
え
た
。
神
社
界
を
支
え
る

神
職
を
世
に
送
り
出
し
、
学
部
と
し
て
独
立
し
て
か
ら
も
他
に
類
を

見
な
い
教
育
を
展
開
し
て
き
た
。
後
継
者
不
足
に
あ
え
ぐ
神
社
界
、

精
神
社
会
に
ま
で
す
そ
野
を
広
げ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
に
直
面
し

た
20
年
の
足
跡
と
今
後
に
つ
い
て
西
岡
和
彦
学
部
長
（
教
授
）
に
聞

い
た
。

建学精神堅持し多彩な人材育成
神道文化学部開設20周年 西岡学部長に聞く
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新
時
代
へ
の
想
い
を
込
め
た

◉

校
歌
・
校
旗
と
渋
谷
移
転

　

国
学
院
大
学
は
、
本
年
で
１
４
０
周
年

を
迎
え
た
。
そ
し
て
来
年
は
、
飯
田
町
校

地
か
ら
、
渋
谷
の
丘
に
移
転
し
て
１
０
０

年
を
迎
え
る
。
本
学
は
、
大
正
９
（
１
９

２
０
）
年
に
大
学
令
に
よ
る
認
可
を
得

て
、
名
実
と
も
に
「
大
学
」
に
昇
格
し

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
従
来
の
飯
田
町
校
地

･
校
舎
で
は
手
狭
に
な
り
、
あ
わ
せ
て

校
舎
周
辺
の
路
線
の
発
達
に
よ
る
騒
音
が

授
業
に
支
障
を
来
し
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
大
正
12
（
１
９
２
３
）
年
５

月
に
渋
谷
校
地
へ
と
移
転
し
、
６
月
か
ら

は
授
業
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
７
月
に

は
、
理
事
会
に
お
い
て
、
皇
典
講
究
所
の

新
総
裁
に
久
邇
宮
邦
彦
王
を
推
戴
す
る
こ

と
が
決
定
し
た
。
し
か
し
、
９
月
に
起
こ

っ
た
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
、
新
校
舎
の

一
部
が
損
壊
し
復
旧
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

た
め
、
新
総
裁
推
戴
式
の
挙
行
は
猶
予
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

復
旧
工
事
を
終
え
て
翌
13
年
11
月
25
日

に
、
総
裁
宮
推
戴
式
並
び
に
新
校
舎
復
旧

竣
功
式
が
催
さ
れ
、
こ
の
と
き
初
め
て
校

旗
が
掲
げ
ら
れ
、
校
歌
な
ど
が
発
表
さ
れ

た
。
校
旗
は
、
赤
紫
に
染
め
ら
れ
た
中
央

に
「
國
學
」
と
金
糸
で
刺
繍
さ
れ
、
四
囲

に
は
金
の
モ
ー
ル
が
施
さ
れ
た
。
こ
の
校

旗
は
、
学
生
生
徒
の
寄
付
金
に
よ
っ
て
調

製
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
校
旗
は
昭
和
62

（
１
９
８
７
）
年
に
作
製
さ
れ
た
２
代
目

で
あ
る
。
ま
た
、
本
学
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ

ー
は
、
平
成
期
に
な
っ
て
初
代
校
旗
の
色

に
ち
な
み
制
定
さ
れ
た
。

　

校
歌
の
作
詞
は
当
時
学
長
の
芳
賀
矢
一

が
、
作
曲
は
童
謡
作
曲
の
最
高
峰
と
称
さ

れ
る
本
居
長
世
が
担
っ
た
。
当
初
、
学
生

代
表
か
ら
校
歌
作
詞
を
懇
願
さ
れ
た
芳
賀

は
、
発
表
ま
で
に
時
間
が
無
い
こ
と
を
理

由
に
固
辞
し
た
が
、
嘆
願
を
繰
り
返
さ
れ

作
詞
者
不
詳
を
条
件
に
引
き
受
け
た
と
い

う
。
芳
賀
は
「
国
文
学
の
父
」
と
謳
わ

れ
、
完
成
し
た
詞
に
は
、
未
来
へ
向
け
て

本
学
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
し
た
渋
谷
校

地
へ
の
移
転
を
祝
す
る
と
と
も
に
、
建
学

の
精
神
が
高
ら
か
に
歌
い
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
作
曲
者
の
本
居
長
世
は
、
国
学
者
で

あ
る
本
居
宣
長
の
系
譜
に
連
な
る
６
代
目

で
、
本
学
草
創
期
の
教
員
で
あ
っ
た
本
居

豊
穎
の
孫
に
あ
た
る
。
作
曲
家
と
し
て

「
赤
い
靴
」「
七
つ
の
子
」「
十
五
夜
お
月

さ
ん
」
な
ど
の
数
々
の
名
曲
を
手
掛
け

た
。
現
在
、
校
歌
は
式
典
な
ど
で
斉
唱
さ

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
本
学
チ
ャ
イ
ム
と

し
て
メ
ロ
デ
ィ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

式
典
の
た
び
に
掲
げ
ら
れ
る
校
旗
と
、

斉
唱
さ
れ
る
校
歌

に
は
、
渋
谷
移
転

や
新
総
裁
推
戴
と

新
し
い
時
代
を
迎

え
た
本
所
・
本
学

の
学
生
生
徒
の
強

い
想
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
の

時
代
も
、
校
旗
・

校
歌
に
込
め
ら
れ

た
精
神
は
ま
さ
し

く
学
生
の
旗
印
と

し
て
引
き
継
が
れ

て
い
く
で
あ
ろ
う
。

第

回
47

学部 （単位：円）

区　分 入学年度 入学金 授業料 施設設備費 維持運営費 合　計
文 学 部

令 和 ５ 年 度
240,000 760,000 210,000 10,000 1,220,000 

経 済 学 部
法 学 部
神 道 文 化 学 部
人 間 開 発 学 部

240,000 800,000 250,000 10,000 1,300,000
観 光 ま ち づ くり 学 部
文 学 部

令和２～４年度
―― 760,000 210,000 10,000 980,000 

経 済 学 部
法 学 部
神 道 文 化 学 部
人 間 開 発 学 部

―― 800,000 250,000 10,000 1,060,000
観光まちづくり学部（４年度～）
全 学 部 令和元年度以前 ―― 700,000 201,000 10,000 911,000 
備考  再入学者の入学金については半額とする

別科 （単位：円）

入学年度 入学金 授業料 施設設備費 維持運営費 実習料（入学年度のみ） 合　計
令 和 ５ 年 度 145,000 420,000 81,000 10,000 6,000 662,000 
令和４年度以前 ―― 420,000 81,000 10,000 ―― 511,000 

専攻科 （単位：円）

出身別 入学年度 入学金 授業料 施設設備費 維持運営費 合　計
本 　 学 　 卒

令 和 ５ 年 度
120,000 760,000 105,000 10,000 995,000 

他　大　学　卒 240,000 760,000 210,000 10,000 1,220,000 
本 　 学 　 卒

令 和 ４ 年 度
―― 760,000 105,000 10,000 875,000 

他　大　学　卒 ―― 760,000 210,000 10,000 980,000 
備考  本学出身者の入学金および施設設備費は半額とする

大学院 （単位：円）

区分 出身別 入学年度 入学金 授業料 施設設備費 維持運営費 合　計

前
期
課
程

本 　 学 　 卒
令 和 ５ 年 度 100,000 505,000 100,000 10,000 715,000 
令和４年度以前 ―― 505,000 100,000 10,000 615,000 

他 　 大 　 学 　 卒
令 和 ５ 年 度 200,000 505,000 200,000 10,000 915,000 
令和４年度以前 ―― 505,000 200,000 10,000 715,000 

後
期
課
程

本 　 学 　 卒 全 入 学 年 度 ―― 505,000 ―― 10,000 515,000 

学部本卒前期他卒
令 和 ５ 年 度 100,000 505,000 100,000 10,000 715,000 
令和４年度以前 ―― 505,000 100,000 10,000 615,000 

他 　 大 　 学 　 卒
令 和 ５ 年 度 200,000 505,000 200,000 10,000 915,000 
令和４年度以前 ―― 505,000 200,000 10,000 715,000 

備考  １．授業料、施設設備費、維持運営費は在学中毎年度納入するものとする
　　　　２．本学出身者の入学金および施設設備費については次の通りとする
　　　　　　イ．前期課程＝半額
　　　　　　ロ．後期課程＝本学前期課程修了者は徴収しない。本学学部出身者で、他大学前期課程修了者は半額

令和５年度 学費一覧 令和５年度学費は次の通りです。
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た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
に

拠
点
を
置
く
人
間
開
発
学
部
が
、

日
ご
ろ
の
教
育
成
果
を
も
と
に
地

域
住
民
へ
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
参
加
者
と
交
流
を
深
め

た
。

■
共
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

10
月
30
日
に
、
第
13
回
共
育
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
地

域
の
親
子
連
れ
を
中
心
に
約
５
４

０
人
が
来
場
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
へ
体

験
や
学
び
、
遊
び
の
機
会
を
提
供

し
、
学
生
も
学
部
で
の
学
び
を
実

践
す
る
も
の
。
今
回
は
、
石
け
ん

作
り
体
験
な
ど
の
科
学
実
験
＝
写

真
左
＝
や
、
コ
ン
サ
ー
ト
観
賞
、

手
話
体
験
な
ど
13
企
画
が
用
意
さ

れ
た
。

　

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
仮
装
！
」
企

画
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
不
織
布

の
シ
ー
ト
を
ポ
ン
チ
ョ
風
に
仕
立

て
、
イ
ラ
ス
ト
や
ス
タ
ン
プ
で
飾

り
付
け
仮
装
を
楽
し
ん
だ
。
ス
タ

ン
プ
に
は
「
季
節
を
感
じ
て
ほ
し

い
」
と
秋
野
菜
を
使
っ
た
も
の
も

準
備
さ
れ
た
。
野
菜
は
、
学
生
が

自
宅
か
ら
余
っ
た
切
れ
端
を
持
ち

寄
り
再
活
用
し
、
フ
ー
ド
ロ
ス
削

減
な
ど
の
観
点
も
取
り
入
れ
ら
れ

た
。
参
加
し
た
９
歳
と
５
歳
の

兄
弟
は
、「
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た

り
、
模
様
を
つ
く
っ
た
り
し
て
楽

し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
感
想
を
述

べ
た
。

　

会
場
で
は
、
一
日
を
通
じ
て
学

生
ら
と
交
流
を
深
め
る
様
子
が
見

受
け
ら
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
子
ど

も
た
ち
の
歓
声
に
包
ま
れ
た
。

■
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

10
月
23
日
に
、
第
７
回
地
域
交

流
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
シ
ニ
ア

層
ま
で
約
３
３
０
人
が
参
加
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
同
学
部

地
域
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
が
主
催
。
超
音
波
に
よ
る

骨
密
度
測
定
や
子
ど
も
向
け
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
な
ど
研
究
・

運
動
施
設
を
生
か
し
た
８
企
画
が

用
意
さ
れ
た
＝
写
真
右
。
体
育
館

で
行
わ
れ
た
「
い
ろ
ん
な
動
き
を

試
し
て
み
よ
う
|
苦
手
な
動
き

を
克
服
し
よ
う
|
」
で
は
、
鉄

棒
運
動
な
ど
の
コ
ツ
を
学
生
が
子

ど
も
た
ち
に
伝
授
。
７
歳
の
子
ど

も
は
「
前
回
り
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
笑
顔
で
語
り
、
保
護

者
は
「
近
隣
に
室
内
で
運
動
で
き

る
施
設
は
少
な
く
、
子
ど
も
は
大

喜
び
。
こ
の
よ
う
な
機
会
は
あ
り

が
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　

球
技
場
で
は
、
参
加
前
の
記
録

か
ら
５
ｍ
遠
く
ボ
ー
ル
を
投
げ
る

こ
と
を
目
標
に
、「
投
球
動
作
改

善
教
室
」
を
開
催
。
学
生
が
子
ど

も
た
ち
へ
体
の
動
か
し
方
や
投
球

姿
勢
を
指
導
し
た
。
そ
の
他
の
企

画
で
も
、
学
生
が
日
ご
ろ
の
学
び

を
生
か
し
運
動
や
健
康
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
送
り
、
参
加
者
と
交
流

を
深
め
た
。

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
地
域
交
流

人
間
開
発
学
部
が
学
生
主
体
に
イ
ベ
ン
ト

親子でオリジナル石けんを作った科学実験企画

子どもたちがさまざまな運動を体験

渋谷区長への施策提言コンペ
学生が課題解決へ向け熱弁

　

本
学
学
生
が
渋
谷
区
の
抱
え
る

課
題
に
対
し
て
、
施
策
を
提
言
す

る
「
渋
谷
区
長
へ
の
施
策
提
言
コ

ン
ペ
」
が
10
月
26
日
、
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
学
生
9
グ

ル
ー
プ
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。

　

6
回
目
を
迎
え
た
今
回
の
課
題

は
、「
選
挙
の
投
票
率
向
上
策
」

と
「
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

（
声
な
き
大
多
数
）
の
意
見
を
聞

く
た
め
の
方
策
」
の
２
テ
ー
マ

で
、
全
学
部
の
学
生
を
対
象
に
施

策
を
募
っ
た
。

　

当
日
は
、
杉
浦
小
枝
・
渋
谷
区

副
区
長
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
㈱
の

星
野
茂
男
・
法
人
統
括
部
長
、
針

本
正
行
学
長
の
3
人
が
審
査
員
と

し
て
、
学
生
か
ら
の
提
案
に
耳
を

傾
け
た
。

　

は
じ
め
に
針
本
学
長
が
「
本
年

度
の
テ
ー
マ
は
、
渋
谷
区
と
も
協

議
、
相
談
し
若
者
に
身
近
な
課
題

と
し
た
。
こ
の
提
言
へ
の
参
加
は

貴
重
な
経
験
と
な
る
は
ず
だ
。
ぜ

ひ
審
査
員
の
心
に
響
く
提
案
が
な

さ
れ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
込
め

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

発
表
に
立
っ
た
学
生
た
ち

は
、
渋
谷
区
の
現
状
を
踏
ま

え
つ
つ
、
自
身
の
ア
イ
デ
ア

に
つ
い
て
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。

海
外
や
国
内
の
先
進
的
な
事
例

を
取
り
入
れ
た
投
票
率
の
改
善

策
や
、
自
身
の
選
挙
で
の
体
験

談
と
周
囲
の
学
生
へ
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
し
た

政
治
へ
の
関
心
・
意
欲
の
向
上

策
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら

の
提
言
が
な
さ
れ
た
。
ほ
か
に

も
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

た
施
策
な
ど
、
若
者
目
線
の
ア

イ
デ
ア
に
審
査
員
、
参
加
者
は

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

審
査
の
結
果
、
区
長
賞
に
は

20
代
の
投
票
率
向
上
の
た
め
に

渋
谷
駅
や
商
業
施
設
で
の
投
票

所
開
設
な
ど
を
提
案
し
た
佐
藤

か
い
ら
さ
ん
（
経
営
３
）
が
選

ば
れ
た
。
サ
ッ
ポ
ロ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
賞
に
は
、
同
じ
く
投

票
率
の
向
上
の
た
め
、
学
生
や

区
民
が
区
政
に
参
加
す
る
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
制
度
な
ど
を
提
案
し

た
小
笠
原
凛
さ
ん
、
榎
原
達
也

さ
ん
、
柿
本
隼
人
さ
ん
、
宮
田

慎
也
さ
ん
の
法
学
部
1
年
生
グ

ル
ー
プ
が
、
学
長
賞
に
は
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
活
用
し

た
投
票
率
向
上
な
ど
を
提
案
し

た
宮
本
周
さ
ん
（
法
３
）
が
選

出
さ
れ
た
。

　

表
彰
後
、
杉
浦
副
区
長
は
、

「（
区
長
賞
の
施
策
は
）
疑
問

点
を
掘
り
下
げ
、
根
拠
を
持
ち

つ
つ
若
者
目
線
か
ら
提
言
し
て

く
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
行
政

や
渋
谷
と
い
う
街
に
つ
い
て
、

ぜ
ひ
学
生
同
士
で
意
見
交
換
を

し
な
が
ら
、
視
野
を
広
げ
て
い

っ
て
ほ
し
い
」
と
講
評
を
述
べ

た
。
区
長
賞
に
輝
い
た
佐
藤
さ

ん
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題

に
興
味
が
あ
り
、
せ
っ
か
く
の

機
会
だ
か
ら
と
思
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
。
区
長
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
、
嬉
し
い
」
と
笑

顔
で
振
り
返
っ
た
。

学
生
た
ち
は
審
査
員
や
他
の
参
加
者
を
前
に
自
ら
の
施
策
を
提
言
し
た
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在
学
生
の
父
母
ら
で
組
織
さ
れ

る
若
木
育
成
会
の
キ
ャ
ン
パ
ス
見

学
会
が
10
月
15
日
に
渋
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
10
月
30
日
に
た
ま
プ
ラ

ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
学
生
が
学
ぶ
環
境
を
見
学
で

き
る
機
会
と
あ
っ
て
大
勢
の
父
母

ら
が
参
加
し
た
。
昨
年
ま
で
は
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
キ
ャ
ン
パ
ス
紹
介
動
画
を

配
信
す
る
方
式
と
な
っ
て
お
り
、

対
面
で
の
開
催
は
３
年
ぶ
り
。

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
約
１

１
０
０
人
が
参
加
。
学
生
に
よ
る

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、
１
回

約
30
分
で
神
殿
や
教
室
な
ど
主
要

施
設
を
見
学
。
ツ
ア
ー
中
に
は
、

父
母
ら
か
ら
案
内
役
の
学
生
に

「
普
段
は
ど
の
よ
う
に
キ
ャ
ン
パ

ス
で
過
ご
し
て
い
る
か
」
な
ど
の

質
問
も
あ
り
、
大
学
生
活
に
つ
い

て
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
教
育
研

究
施
設
を
巡
っ
た
。
学
食
体
験
や

図
書
館
見
学
な
ど
も
開
催
さ
れ
た

ほ
か
、
同
日
に
開
催
さ
れ
た
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
企
画
で
あ
る
特

別
講
演
や
物
産
展
な
ど
に
も
参
加

し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
時
間
を
過

ご
し
た
。

　

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、
観

光
ま
ち
づ
く
り
学
部
の
説
明
会
や

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ

た
。
当
日
は
、
人
間
開
発
学
部
が

主
催
す
る
学
生
と
地
域
住
民
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
「
共
育
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、
同

学
部
学
生
ら
が
、
日
ご
ろ
の
学
び

を
生
か
し
た
理
科
実
験
や
工
作
、

音
楽
鑑
賞
会
な
ど
の
企
画
を
通

じ
、
地
域
の
親
子
と
触
れ
合
う
姿

を
父
母
ら
が
見
守
っ
た
＝
８
面
に

関
連
記
事
。

　

今
後
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
を

担
当
す
る
校
友
課
で
は
、
当
日
参

加
で
き
な
か
っ
た
父
母
ら
に
向
け

た
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
紹
介
動
画
を

制
作
し
、
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
す
る
予
定
。

若
木
育
成
会 

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

学
生
の
学
び
舎
を
探
訪

ホームカミングデー ３年ぶりに院友が母校に集う

キャンパスツアーでは学生が父母らを案内［渋谷キャンパス］

賑
わ
い
を
見
せ
た
各
支
部
と
滝
川
市
に
よ
る
物
産
展

　

国
学
院
大
学
の
院
友
（
卒
業
生
）

や
そ
の
家
族
ら
が
年
に
一
度
、
学
び

舎
に
戻
る
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
」
が
10
月
15
日
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
矢
部

健
太
郎
文
学
部
長
（
教
授
）
に
よ
る

特
別
講
演
や
卒
業
生
有
志
に
よ
る
企

画
、
院
友
会
各
支
部
の
協
力
に
よ
る

物
産
展
な
ど
の
企
画
が
用
意
さ
れ
、

約
４
０
０
組
の
院
友
ら
が
キ
ャ
ン
パ

ス
に
集
っ
た
。

■ 

針
本
正
行
学
長 

「
母
校
を
楽
し
ん
で
」

　

開
催
に
あ
た
り
、
針
本
正
行
学
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
。
針
本
学
長

は
、
本
年
が
創
立
１
４
０
周
年
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
告
諭
と
創
立
趣
意
書

の
一
節
を
紹
介
。
続
い
て
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
Ａ
Ｉ
や
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）
の
浸
透
に
触
れ
、「
人
の
生

き
方
を
問
い
直
し
、
社
会
構
造
を
変

革
さ
せ
た
」
と
し
「
大
学
教
育
も
あ

り
方
が
問
わ
れ
た
」
と
振
り
返
っ

た
。
そ
の
上
で
、
対
面
で
の
授
業
や

課
外
活
動
な
ど
に
つ
い
て
「
多
様
な

価
値
観
を
実
感
し
、
他
者
を
尊
重
し

共
に
生
き
る
大
切
さ
を
知
れ
る
機

会
」
と
述
べ
、
学
び
舎
に
集
い
交
流

す
る
重
要
性
を
語
っ
た
。
最
後
に
、

「
伝
統
を
保
ち
つ
つ
社
会
変
化
に
対

応
し
、
未
来
を
担
う
若
者
を
育
て
た

い
」
と
語
り
、「
秋
の
母
校
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
れ
ば
」
と
締
め
く
く
っ

た
。

■ 

特
別
講
演 

歴
史
学
の
魅
力
に
触
れ
る

　

矢
部
文
学
部
長
に
よ
る
特
別
講
演

「
ど
う
な
る
家
康
|
豊
臣
政
権
研

究
の
新
視
点
か
ら
|
」
に
は
約
２

０
０
人
が
参
加
し
、
専
門
で
あ
る
織

豊
期
の
研
究
成
果
を
交
え
た
講
演
に

耳
を
傾
け
た
。

　

矢
部
学
部
長
は
、
歴
史
学
の
重
要

性
に
触
れ
つ
つ
、「
人
間
だ
け
が
持

つ
『
文
字
』
が
、
歴
史
の
記
録
を
可

能
に
し
た
。
我
々
は
、
史
料
を
通
じ

て
歴
史
を
現
代
に
蘇
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、
研
究

者
に
よ
り
解
釈
は
千
差
万
別
で
あ

る
こ
と
に
触
れ
、「
歴
史
学
を
含
む

学
問
の
目
的
は
『
良
く
生
き
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
』
を
追
求
す

る
哲
学
と
共
通
項
を
も
っ
て
い
る
」

と
解
説
。
そ
の
上
で
、
自
身
の
研
究

か
ら
導
き
出
し
た
徳
川
幕
府
に
よ
る

「
五
大
老
」
の
ね
つ
造
に
つ
い
て
、

根
拠
を
示
し
つ
つ
論
理
的
に
説
い

た
。
ま
た
、「
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
成

果
を
踏
ま
え
、
歴
史
を
題
材
に
し
た

テ
レ
ビ
や
映
画
作
品
に
触
れ
る
と
、

新
た
な
楽
し
み
方
が
増
え
る
」
と
紹

介
。
最
後
に
「
教
科
書
の
内
容
は
日

本
史
が
最
も
変
わ
り
や
す
い
。
歴
史

は
常
に
見
直
さ
れ
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ

れ
て
い
く
。
通
説
の
矛
盾
を
み
つ

け
、
新
し
い
歴
史
を
生
み
出
し
て
い

く
歴
史
学
は
『
最
先
端
の
学
問
』

だ
」
と
そ
の
魅
力
に
触
れ
締
め
く
く

っ
た
。

■
卒
業
生
企
画
も
活
況

　

若
木
タ
ワ
ー
前
に
は
ラ
イ
ブ
ス
テ

ー
ジ
が
設
け
ら
れ
た
。
在
学
当
時
、

リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
活
動

し
て
い
た
院
友
ら
に
よ
る
生
演
奏

と
、
院
友
を
中
心
に
活
動
す
る
「
を

ど
り
組
」
に
よ
る
舞
踊
「
か
っ
ぽ

れ
」
の
披
露
が
行
わ
れ
た
。
院
友
や

学
生
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
で
訪
れ

た
父
母
ら
が
足
を
止
め
、
披
露
を
堪

能
す
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　

ほ
か
に
も
、
院
友
会
の
各
支
部
と

北
海
道
短
期
大
学
部
が
あ
る
滝
川
市

の
協
力
に
よ
り
物
産
展
も
設
け
ら

れ
、
農
作
物
か
ら
伝
統
工
芸
品
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
自
慢
の
品
を
販
売
。
各

ブ
ー
ス
で
は
、
並
べ
ら
れ
た
品
々
を

紹
介
し
な
が
ら
、
院
友
同
士
が
会
話

を
交
わ
し
て
い
た
。

多くの参加者が聞き入った特別講演
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19日の第２戦では０－０で延長戦に突入した十
回表、１死二・三塁から冨田進悟選手（健体２）
の右適時打で２点を先制する。同回裏に１点を返
されるも２－１で勝利し２位に浮上。優勝争いは
青山学院大学、中央大学との三つ巴となり、最終

　東都大学野球１部秋季リーグが全日程を終え、
国学院大学硬式野球部が２シーズンぶり４度目の
優勝を果たした。
　最終第５週は亜細亜大学と対戦し、10月18日
の第１戦では、０－３と敗れ３位に後退する。

戦で決することとなった。
　25日の第３戦は三回表、２死一・二塁から青
木寿修選手（経ネ４）と田中大貴選手（健体２）
が適時打を放ち３点を先制する。その後、４－１
で迎えた九回裏、亜細亜大が１点を返し食い下が
るも、抑えの楠茂将太投手（法４）が最終打者を
打ち取り、４－２で勝利。勝率でトップに立ちリ
ーグ制覇に輝いた。先発の武内夏暉投手（健体
３）は八回を３安打に抑え４勝目を上げた。優勝
の瞬間、ベンチから飛び出した選手とナインらは
マウンド上で抱き合い喜びを爆発させ、スタンド
からは大きな拍手が贈られた。
　試合後、鳥山泰孝監督は「春季リーグ後、４年
生に『どうすれば優勝できるか』と問い、挙がっ
てきた『答え』に全員で取り組んだ結果だ」と選
手たちを称えた。
　古江空知主将（健体４）は「４年生全員でチー
ムのためにできることをやろうと臨んだ。最上級
生の役割を果たせたと思う」と充実した表情で語
った。秋季表彰選手には、最高殊勲選手に武内投
手、最優秀投手に楠茂投手、首位打者に田中選手
が選出された。
　同部は11月18日から開催される明治神宮大会
に東都大学野球連盟代表として出場し、学生野球
日本一を目指す。

順位 大学名 勝 負 分 勝率 勝点
1 国 学 院 9 4 0 0.692 4
2 中 央 8 4 0 0.667 4
3 青山学院 7 5 0 0.583 3
4 亜 細 亜 6 7 0 0.462 2
5 日 本 4 8 0 0.333 1
6 駒 沢 3 9 0 0.250 1

２シーズンぶりリーグ制覇
三つ巴の優勝争い制す
硬式野球部

満面の笑みでガッツポーズする選手と指導者

胴
上
げ
さ
れ
る
田
中
投
手

　プロ野球ドラフト会議が10月20日に実施
され、国学院大学硬式野球部の田中千晴投手
（神文４）が読売ジャイアンツから３位で指
名を受けた。
　田中投手は、浪速高校（大阪府）出身で、
189cmの長身から繰り出す最速153kmのス
トレートと得意のフォークボールを生かし緩
急をつけたピッチングが持ち味。
　当日は、田中投手と指導者、部員らがたま
プラーザキャンパスで会議の行方を見守っ
た。指名の瞬間、田中投手は安堵の表情を見
せた後、満面の笑みで部員らと喜びを分かち

合った。記者会見に臨んだ田中投手は、「プ
ロになることを夢見て入学した。今まで応援
してくれた両親や周囲の方々に感謝したい」
と感慨深く語り、「１軍で活躍する姿を見せ
『田中の投球を見たい』と思ってもらえるよ
うな投手となりたい。将来はメジャーに挑戦
したい」と力を込めた。鳥山泰孝監督は、
「怪我に悩まされても、地道な努力を怠らな
かった。息の長い選手となって活躍してほし
い」とエールを贈った。
　同部投手の指名は平成30年の清水昇選手
（東京ヤクルトスワローズ）以来、4年ぶり。

田中千晴選手 巨人が３位指名
「持ち味生かし、活躍見せたい」
硬式野球部

　関東学生ソフトテニス秋季リーグ戦が10月
１、２日、サニーテニスコート（千葉県白子
町）を会場に行われ、男女とも１部に所属する
国学院大学ソフトテニス部は男子が２位、女子
が３位となった。
　男女１部リーグは６大学で構成され、学生全
国大会上位の強豪校が集う。各大学と男子５試
合、女子３試合で対戦し勝敗を決する方式で行
われた。
　男子は初戦の法政大学に０－５と敗れたが、
続く明治大学、早稲田大学に競り合いの末、そ
れぞれ３－２で勝利を収めた。第４戦の東海大

学戦は２－３で敗れるも、最終の日本体育大学
戦では、今季全日本インカレ団体戦の優勝校を
相手に４－１と圧勝。３勝２敗・勝点３となり
春季リーグに続き準優勝となった。
　春季２部リーグで優勝した同部女子は、初の
１部リーグ戦に臨んだ。初戦の日本体育大学戦
は１－２と敗れたが、続く東京女子体育大学、
明治大学、早稲田大学にはそれぞれ２－１と立
て続けに勝利。第５戦の青山学院大学にも２－
１で勝利を収め、４勝１敗、勝点４で３位とな
った。勝敗数では上位２校と並び、三つ巴の優
勝争いを繰り広げ初の１部で存在感を示した。

関東1部リーグ 男子2位、女子3位と奮闘
ソフトテニス部

初
の
１
部
で
健
闘
し
た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子

（
同
部
提
供
）
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総合順位（上位８校）
順位 大学名 記録
１ 駒 沢 5:06:47（大会新）
２ 国 学 院 5:10:08（大会新）
３ 青山学院 5:10:45（大会新）
４ 順 天 堂 5:10:46（大会新）
５ 創 価 5:12:10
６ 早 稲 田 5:12:53
７ 中 央 5:13:03
８ 東 洋 5:13:10

個人成績
区間 氏名 学年 タイム 区間順位 総合順位
１ 島﨑　慎愛 経営４ 27:45 18位 17位
２ 山本　歩夢 健体２ 31:58 ７位 ７位
３ 中西　大翔 健体４ 34:13 ６位 ６位
４ 藤本　　竜 法　４ 34:04 ４位 ４位
５ 青木　瑠郁 健体１ 35:50 １位 ２位
６ 坂本　健悟 経　４ 37:47 ６位 ３位
７ 平林　清澄 経営２ 50:58 ４位 ３位
８ 伊地知賢造 健体３ 57:33 ２位 ２位

※区間順位はオープン参加２チームを含む

　秩父宮賜杯第54回全日本大学駅伝対校
選手権大会が11月６日、熱田神宮西門前
（愛知県名古屋市）から伊勢神宮内宮宇治
橋前（三重県伊勢市）までを繫ぐ全８区間
・106.8kmのコースで開催された。オー
プン参加２チームを含む全27チームが争
う中、国学院大学陸上競技部は５時間10
分８秒で準優勝に輝いた。
　１区の島﨑慎愛選手（経営４）が先頭と
47秒差の17位で２区の山本歩夢選手（健
体２）に襷を繫ぐと、山本選手は先行する
大学を次々と捉え、10人抜きの快走で７
位へ浮上する。３区の主将・中西大翔選手
（健体４）も上位陣を必死に追走し、さら
に順位を上げ６位で襷リレー。４区の藤本

　団体での学生日本一を争う男子第24回・女子第
14回全日本学生柔道体重別団体選手権が10月15、
16日にベイコム総合体育館（兵庫県尼崎市）で開
催され、国学院大学柔道部は男子の部でベスト８入
りを果たした。
　男子の部は、全53大学が参加。代表選手７名に
よる点取り式のトーナメント戦で実施し、試合は階
級別に行われた。
　同部は一回戦シードとなり、二回戦から登場。
15日には甲南大学（兵庫県）と対戦し、先鋒の押
領司龍星選手（経営４）が勝利すると、４番手から
は後藤颯太選手（健体１）、斉本研アレクサンドル
選手（健体４）、羽田野啓太選手（健体２）、宮部真
臣選手（観まち１）と立て続けに勝利し、５－０と
圧倒した。翌16日の三回戦では帝京平成大学（東

京都）と対戦。２番手の後藤選手、３番手の羽田野
選手が勝利を収めると７番手で大将を務めた騰川雄
一朗選手（法３＝写真）も勝利を収めベスト８進出
を決めた。準々決勝では、本大会を連覇中の強豪、
東海大学と４大会連続となる対戦。同大が重量級で
勝負を決める戦略で各試合に臨む中、軽量級を得意
とする同部は果敢に攻めの姿勢を見せた。結果は惜
しくも０－３で敗れたものの、４大会連続ベスト８
となった。優勝は、決勝で東海大を破った天理大学。
　試合後、坂本大記監督は「昨年は東海大学に１－
６で敗れた。確実に差は縮まっている。壁は厚い
が、打ち破れば優勝も現実の目標として見えてく
る」、川上智弘コーチは「団体戦は個人戦と異なる
重圧がある。選手が実力を遺憾なく発揮できるよ
う、一丸となって努力したい」と振り返った。

竜選手（法４）は冷静な走りで明治大学、
創価大学を捉え４位に押し上げた。５区の
青木瑠郁選手（健体１）は序盤で順天堂大
学を追い抜くと、中継所で47秒先行して
いた早稲田大学も抜き去り２位へ浮上。区
間賞を獲得する見事な活躍で上位争いの流
れに乗せ、レースは後半戦へ突入した。
　６区の坂本健悟選手（経４）は、順天堂
大学の追い上げを受けるも意地を見せ中継
所では２校が並んで襷リレー。７区の平林
清澄選手（経営２）は驚異的な区間新記録
を出した青山学院大学に追い抜かれるも同
区間日本人歴代３位のタイムで３位を死守
した。２年連続アンカーとなった８区の伊
地知賢造選手（健体３）は、青山学院大学
を猛追。じりじりと差を縮め、15km過ぎ
についに逆転し２位に浮上すると、そのま
ま大歓声を受けゴールに飛び込んだ。
　同部は本駅伝初の表彰台となり、これで
学生三大駅伝全てで表彰台に立った（出雲
駅伝・令和元年度優勝、４年度準優勝、箱根
駅伝・元年度３位）。優勝は駒沢大学で５時
間６分47秒の大会新記録。本学のタイムも
従来記録を上回る大会新記録だった。

陸上競技部

全日本大学駅伝準優勝
総合力で初の表彰台

柔道部

全日本学生柔道体重別団体 ４大会連続ベスト８

10人抜きの快走・山本選手（左）と中西主将の襷リレー

81kg級代表として試合に臨む騰川選手（左）

©月刊陸上競技©月刊陸上競技

見事に区間賞を獲得した青木選手

©月刊陸上競技©月刊陸上競技


